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１.はじめに 

 

年間をとおして、校内研修が実施されている学校園は、市

内でも多いと思います。校内研修とは、教職員一人ひとりの 

知識や技術を校内で共有化し、それを持続して次の教育活動

につなげていく計画的、意図的な取組です。 

校内研修の内容は、情報教育、特別支援教育、人権教育、

その他専門的技能に関する内容等、各校の課題とニーズによ

って様々です。われわれ校内研修活性化調査研究グループで

は、「授業力向上をねらいとした研修」に主軸を置き、その

うえで、「校内研修を活性化する」とはどういうことなのか

を次のように定義しました。 

 ・すべての教職員が同じ視点を持つこと。 

 ・すべての教職員が、その視点を日々の教育活動に活かして取り組むこと。 

そして、校内研修を活性化させることで、「学校力」を伸ばすことにつながることが重要だと

考えました。 

 

２.研究テーマと方法 

  

授業に関する研修を活性化するためには、研究授業及び 

研究協議を具体的に工夫し、改善していく必要があります。 

そのためには、教職員一人ひとりが授業づくりに対して意

識を高めるのはもちろんのこと、研修が組織的かつ計画的

に実施されなければなりません。 

研修の実施に不可欠なのが、研修を推進していくコーディーネータの存在です。コーディネー

タを担当する教員は、研修を有意義なものにするために、多方面に気を配りながら準備を進めて

いかなければなりません。 

しかし、小学校では、教職員全員でひとつの授業について

話し合うことが比較的容易であるのに対して、教科担任制で

ある中学校においてはなかなか困難なのが現状です。中学校

において授業研修を活性化させるためには、まずは教科の壁

を越えること、そして誰もが「参加してよかった。」と思え

る研修にすることが大切です。このため、われわれは次の２

つのポイントに着目しました。 

 

 

 

 



 

ポイント(1)授業をとおして、教職員同士が交流の機会を持つ 

 生徒の実態からテーマを設定し、研究授業や研究協議には全員で参加できる体制を整えること。 

ポイント(2)授業を観察する視点を共有すること 

 授業の観察の中で何を見取るのかを明確にするために、前もって観点と役割分担、さらにルー

ルを決め、全員で共通認識しておくこと。 

 

３.経過 

 

（１）平成２８年 ６月 ７日（火）調査研究グループ総会 

（２）平成２８年 ７月 １日（金）研究テーマと各学校の校内研修の実態 

（３）平成２８年 ８月３１日（水）第一中学校の現状と課題について 

（４）平成２８年 ９月１２日（火）第一中学校の校内研修の活性化に向けた手立ての検討 

                 第五中学校の現状と課題について 

（５）平成２８年１０月２８日（金）第五中学校の校内研修の活性化に向けた手立ての検討 

（６）平成２８年１１月２５日（金）第一中学校の校内研修の報告 

第五中学校の校内研修の報告 

（７）平成２８年１２月１５日（木）教育研究報告会に向けて 

（８）平成２９年 １月１３日（金）教育研究報告会に向けて（最終確認） 

（９）平成２９年 １月２５日（水）教育研究報告会 

（10）平成２９年 ２月２３日（木）紀要１１１号の作成 

 

４.校内研修を活性化させるための具体的な取組 

 

（１）第一中学校の校内研修 

・実態 

   これまで第一中学校では、人権や生徒指導等様々な分野で、校内研修による教職員のレベ

ルアップを図ってきました。しかし、授業に関する研修については手つかずの状態であり、

学校全体で教職員の授業力を向上していく体制が整備されていませんでした。 

   そのような状況を受け、昨年度より学力向上担当を中心に、各学期に１回の研究授業と研

究協議を行う取組を始めましたが、授業者の負担をはじめ、授業の見方や協議のテーマが定

まっていないことや、研究協議の結果が普段の授業に生かされる場面が少ないなど多くの課

題が浮上し、結果として成功とはいえるものではありませんでした。 

  

・取組 

   今年度、第一中学校では校内研修における目標を「教職員全体で一歩を踏み出す」としま

した。そして、ポイント（１）「授業をとおして、教職員同士が交流の機会を持つ」ために、

事前に模擬授業を実施することと、研究授業と研究協議に際して全員参加の体制を取ることに



しました。 

   次に、ポイント（２）「授業を観察する視点を共有する」ために、「グループワークにおける

課題設定は適切であったか」「②グループワークにおける教員の指示・支援は適切であったか」の

２点を、授業観察の際の視点として明確化しました。さらに、前もって観察する班を決めておく

などの教員の役割分担や、授業中はその班の生徒の発言や様子を観察することに徹することを

ルールとして設定し、全体に周知しました。 

  また、「授業を公開してよかった。」と授業者が思えるよう、「授業をビデオカメラで撮影し、

あとから授業者がそれを見て授業を振り返られるようにする」「参観者は授業者に労いと感謝の

コメントを書いて渡す」などの手立ても取り入れました。 

 

・成果と課題 

  このような取組によって、第一中学校の校内研修は、少しずつですが学校全体の取組に変化

していきました。模擬授業を行うことや観察の観点を設けることによって、経験年数や教科に

関係なく、協議に参加し、意見交流をすることができるようになりました。特に、研究協議の

最後の「この授業をとおして、自分の知らない生徒の姿を知ることができた。自分のクラスの

生徒を、他の先生方にこんなふうに育ててもらっていることがわかって良かった。」という学

級担任からの言葉は印象的でした。それによって、取り組む教職員の姿勢が変わってきたと思

います。 

  今後は、より学校全体で取り組むことのできる研修になるよう、取り組む教科を道徳や特別

活動、総合的な学習の時間等の学年単位で行うものにしたり、テーマをより教職員や生徒の身

近なものに設定したりしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

学力向上委員会 

職員会議資料 

平成２８年度 第２回校内授業研修について 

＜今年度の校内授業研修のテーマ＞ 

   『グループワーク』 

     ・授業の中での課題設定は適切であったか 

・グループワークにおける教師の指示と支援は適切であったか 

 日時  ：１０月３１日(月) ６時間目 １年２組  

        ※この日は５限で生徒を帰し、職員全員で研究授業、研究協議に参加する 

 授業者 ：国語科 西田祐介先生  授業参観：１年２組教室  研究協議：図書室 

 研究授業までの日程 

   ９月２６日(月) 企画会議で第２回校内授業研修の提案 

  １０月 ３日(月) 職員会議で第２回校内授業研修の提案 

  １０月２１日(金) 指導案配布 

  １０月２４日(月) 模擬授業・指導案検討(１８時～１９時 ＠１年１組) 

 

 １０月３１日(月)のタイムスケジュール 

    昼休み：各学年で簡単清掃、終礼 

  １３：３０：５限目開始 

  １４：２０：５限目終了 

        １年２組以外すみやかに下校 

  １４：４０：６限目開始 

  １５：３０：６限目終了 

        １年２組下校 

  １６：５０：研究協議   ①授業者より【５分】 

               ②グループ協議【２０分】 

               ③全体交流・まとめ【１５分】 

               ④教育センターより【１０分】 

               ⑤担任より【５分】 

               ⑥校長より【５分】 

               ⑦アンケート記入【５分】 

  １６：５５：研究協議終了 

 ※テーマの内容を検証するためにも、授業を見学される先生方には教室で様々な班を見学するのではなく、 １つ

の班の活動を１時間通して見学していただきたいと思っています。 

また、研究協議の際にはそこで見ていただいた班ごとに話し合いを行っていきますので、参観時に見ていただく

班を指定させていただきます。 

割り振りを下記に載せさせていただきますのでよろしくお願いします。 

※授業見学の際は、「生徒の活動やつぶやき」に注目して見ていただき、たくさんメモしておくよう、よろしくお願

いします。後の研究協議の中では、ここで見ていただいた生徒の活動をもとに話し合いをしていただきます。 

参考資料（第一中学校） 



（２）第五中学校の校内研修 

・実態 

第五中学校の最大の課題は「学力向上」です。 

一昨年度までは、学力向上に向けての学校全体としての取組があまり進んでいませんでし

た。そのため、昨年度から学力向上委員会を月一回定例開催し、昨年度は委員会を中心に朝

読書の導入、そして家庭学習習慣をつけるための取組や授業ルールの見直しなどを行ってき

ました。 

ある程度土台を築いた段階まで到達したため、今年度はいよいよアクティブラーニングを

意識した授業改革の取組を本格的に開始しました。 

 

・取組 

これまで年に数回、授業づくりに関する校内研修を実   

施してきましたが、緊急の生徒指導が入ったり、部活動   

の対外試合があったりなどで、なかなか全員参加が難し  

かったため、ポイント（１）「授業をとおして、教職員同 

士が交流の機会を持つ」ために、管理職と相談の上、全 

員参加ができる体制を整えました。また、生徒たちの実態 

から、今年度の研究授業のテーマを「アクティブラーニング 

（ＡＬ）を意識した『学びあい』活動」に設定しました。 

具体的には第五中学校初の取組として、１１月２２日 

に当該学級以外の生徒を全員下校させたうえで校内研修 

を実施しました。ポイント（２）「授業を観察する視点を  

共有する」ために、「授業に関する質問・感想」「学習形態に 

関して」「子どもの様子」「その他」の４つを授業観察の観点 

として明確化しました。教職員は４つの観点で授業を観察 

し、気づいたところはその都度４色の付箋に記入し、教室 

後ろの黒板の模造紙に貼っていきました。 

研究協議会では「今日の学びあい活動の改善点は何か。 

別の活動を入れるならどのようなものが良いか」というこ 

とについて、グループに分かれて話し合い、その後に全体 

で交流しました。 

   また、研修終了後のアンケートの中に「今日の授業の良 

かったところは何ですか。」という質問項目を入れ、集約 

したものを「研修部だより」として後日全体に配布しまし 

た。学びの機会を提供してくれた授業者への労いと励みに 

なったのではないかと思います。 

さらに、１月６日には外部講師を招き、アクティブラーニ 

ングについての研修を持ちました。この研修では、研修後に教職員が、アクティブラーニン

グを少しでもやってみようかなという気持ちになることを目標に、教職員が日ごろ感じている

不安や障壁を出し合い、それらの解決策について、講師の先生の助言をヒントに考えることが

学びあい活動中！ 

たくさんの付箋が貼られた模造紙 

１月６日の校内研修 

４つの観点で授業観察 



できました。 

 

・成果と課題 

研修後のアンケートでは、自分の授業でアクティブラーニングを取り入れてみようと思うと

いうような前向きな意見が多く、実際に３学期の授業で取り入れてみたという報告も複数あり

ました。 

第五中学校では、授業改善に関する校内研修の体制を今年度ある程度確立することができた

と考えています。この流れを引き継ぎ、来年度以降も全員参加の校内研修を年１回以上実施し、

学力向上に向けての取組を、学校という組織としてさらに推進していこうと思います。 

 

５.おわりに 

  

自校の課題に気づき、それに対して何らかの改善を試みようと思うことが、まずは最初の一歩

になります。しかし、一歩といっても、そこに至るまでの道のりは遠く、また、膨大な労力を要

します。教職員の意識を変えることや、新たに計画を立案してそれを学校行事に組み込むことは、

どちらも決して容易ではありませんが、そのことを教職員が理解し、一歩を踏み出すために行動

することができれば、それは学校の組織力向上につながっていきます。 

 今年度は２つの中学校がモデルとなりました。まず本グループで、校内研修が活性化するとい

うことの定義として「すべての教職員が同じ視点を持つこと」「すべての教員がその視点を日々

の教育活動に生かして取り組む」の２点を決めました。そして、その学校の授業改善に関するこ

れまでの取組や課題を把握したうえで、どうすれば授業者も参観者も「やってよかった。」と思

える研修になるのかを、自身の経験や所属校での実践例をもとに、グループの中で多くの意見を

出しあい、協議を重ねました。 

第一中学校は、模擬授業の事前実施により、教職員の参画意識がぐっと高まりました。そして、

授業者一人が頑張るのではなく、学年及び学校全体で取り組むことの大切さを改めて認識しまし

た。第五中学校は、今回初の全員参加の研究授業と研究協議を実施したことで、大きな一歩を踏

み出すことができました。 

中学校の校内研修の活性化は、単にその中学校だけの成果ではなく、中学校ブロックにおける

小中連携の取組にも大きく影響します。今回、この２つの中学校の校内研修が活性化し始めたこ

とは、その中学校ブロック全体にとっても意義のある一歩になったといえます。 

 一方で、初年度にあたる本グループの活動は、当日の研究授業を迎えるまでの体制づくりを整

えることが中心となり、２つめの定義である「すべての教員がその視点を日々の教育活動に生か

して取り組む」ところまでは踏み込めませんでした。研究協議で出た意見の集約の仕方や共有方

法、学期末あるいは年度末の検証方法など、研修を終えた後の進め方については、次年度の活動

の中で検証していきたいと考えています。 

 

 

 

 



 

６.次年度に向けて 

 

 本グループの２年目の調査研究活動は、 

 

（１）吹田市内の各小・中学校の校内研修の実態を探る 

（２）研修終了後の集約や共有の仕方、年度末の検証方法等について研究する 

 

の２点をもとに、研修のスタンダードを作成し、提案したいと思います。 


